
 

立命館グローバル・イノベーション研究機構拠点形成型 R-GIRO 研究プログラム「年縞を軸とした環太平洋文明研究拠点」 

文部科学省科学研究費助成事業新学術領域研究「環太平洋の環境文明史」 

 

「「環環太太平平洋洋のの環環境境文文明明史史」」国国際際ワワーーククシショョッッププ  
共催：立命館大学環太平洋文明研究センター、大学共同利用機関法人人間文化研究機構国際日本文化研究センター 

 

セッション①：「環太平洋地域の火山噴火と文明の興亡」          定員 60 名  

日時 2014 年 2 月 24 日（月）13：30～16：30（開場 13：20） 

会場 立命館大学朱雀キャンパス 1 階多目的室 1 

13：30～「開会挨拶」渡辺 公三（立命館大学副学長、立命館大学先端総合学術研究科教授） 

13：40～「環太平洋での噴火史研究の事例と展望 

      Study on eruptive history in the Pacific rim: Case study and perspective」 

奥野 充（国際火山噴火史情報研究所所長、福岡大学理学部教授） 

15：00～「Harna volcano and the restoration of the Hanon maar in Korea」 

Suk Chang Lee (Vice president, National Promotion Committee for Restoring Hanon Crater) 

通訳 Hyoung Tak Im (Professor, Jun Nam National University) 

セッション②：「中南米諸国の環境史と文明の興亡」            定員 60 名 

日時 2014 年 2 月 25 日（火）13：30～16：20（開場 13：20） 

会場 立命館大学朱雀キャンパス 1 階多目的室 1 

13：30～「マヤ文明の興亡と環境変動」山田 和芳（早稲田大学人間科学学術院助手） 

14：50～「Neotropical Pleistocene environmental change from long to short time-scales 

     and transitional mechanisms」 

      Henry Hooghiemstra (Professor, University of Amsterdam) 

通訳 野嶋 洋子（国際日本文化研究センタープロジェクト研究員） 

セッション③：「インド・東南アジアそして日本の連携」          定員 60 名 

日時 2014 年 2 月 26 日（水）13：30～17：00（開場 13：20） 

会場 国際日本文化研究センター第一共同研究室 

13：30～「稲作の原始的環境の復元」李 国棟（貴州大学外国語学院日本語学部教授） 

14：40～「The Eastern Indian Ocean and the Pacific Spheres: Techno-Cultural  

     Transmissions and Early Exchange (1000 BC - 500 AD)」 

      Sunil Gupta (Ministry of Culture, Allahabad Museum, India) 

通訳 野嶋 洋子（国際日本文化研究センタープロジェクト研究員） 

16：20～「東アジアの肥沃な三日月地帯」安田 喜憲（立命館大学環太平洋文明研究センター長） 

入場無料・お申し込み不要 お問い合わせは、環太平洋文明研究センター事務局（075-466-3335）まで。 

セセッッシショョンン①①：：「「環環太太平平洋洋地地域域のの火火山山噴噴火火とと文文明明のの興興亡亡」」

セセッッシショョンン③③：：「「イインンドド・・東東南南アアジジアアそそししてて日日本本のの連連携携」」

セセッッシショョンン②②：：「「中中南南米米諸諸国国のの環環境境史史とと文文明明のの興興亡亡」」


